


物って動く物と書きます。ちゃんと動けた
らオッケー、動けなかったら何か問題が
ある。それを健康、不健康と言っているだ
けだという境地にいたりました。そして情
報生命科学専攻の先生と、メダカの行動
とか動きを数値化したら良いんじゃないか
と意気投合して共同研究を始めたのです。
僕らは映像を撮ってホイと渡したらそれで
何とかしてくれると思っていたんですけど、
向こうとしてはメダカのこともよくわからな
い訳ですし、ただ映像を貰ってもどうしよ
うもない。お互いに相手の言っている意
味がわからなくて共同研究が頓挫しかけ
た時に、コンピューターが好きな学生がう
ちの研究室に来まして、その学生が僕と
情報生命の先生とのインターフェースに
なってくれたんです。つまり、別々の分野
が一緒にいて、出会ったら、その間が勝
手に埋まって新しい領域ができると思って
いたんですけど、どっちかが相手の海に
飛び込まないと新領域の芽が出ないこと
に気づきました。
味埜：学生がインターフェースだったので

学融合との出会い

味埜：研究科長の味埜です。今日は3人
の若手の教員に集まってもらって、「学融合
の視点」と題する座談会を企画しました。
どうぞよろしくお願いします。まず、自己紹
介を兼ねて、それぞれの方にご自身の研
究および学融合との関わりについて話し
ていただけますか。
尾田：生命系の尾田と申します。先端生
命科学専攻でメダカを使って放射線の生
物影響を研究しています。屋外メダカ飼
育場では、30年以上前に先々代の教授
が当時の大学院生と一緒に日本、韓国、
中国から野生のメダカを集めたもの81系
統を系統維持しています。
　9年ほど前にJAXAが国際宇宙ステー
ションでメダカを飼うプロジェクトを手伝う
ことになりました。宇宙にメダカが行ったら
どうなるか。そもそも健康なメダカってどう
いうメダカなのか、というところまで戻って
研究を始めました。結局、健康なメダカか
どうかは、その動き方と見た目でした。動

すね。
鈴木：私は環境系の国際協力学専攻所
属で、専門は開発経済学、農業経済学
です。まったく文系なので、新領域ではマ
イノリティで、まだ学融合らしきことをやれ
てないというのが現状です。
　私は途上国支援、途上国の発展という
ところをずっと見ていますが、それは、学
問と現場の橋渡しというところに働きかけ
てきているのかなと思います。学部を出て
から実務機関で働き、その後、修士、博士
で開発経済学を専攻しました。実務に進
むか研究者になるかという悩みはずっと
持っていましたが、その間に立って言葉を
翻訳する人がいないとよりよい途上国支
援は生まれて行かないと感じていました。
実務側の人達は「学者の話は机上の空
論ばかり」と思っている一方、学術界のほ
うは「本当のメカニズムや効果もわからな
いまま案件を実施して」と思っているとい
う感じです。お互いの言葉を理解できる人
を増やす必要があると思い、自分自身は
学術に来たという形です。この10数年を
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「学融合」を理念として新領域創成科学研究科が立ち上がってから18年がたちました。
研究科を作った世代が交代しつつある時期にさしかかり、
この理念は次の世代にどのように受け継がれているのでしょうか。
若手教員の座談会を通じて「学融合」の今を考えます。
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見ても、この分野ではそういう融合が為さ
れてきている感じはありますね。
　途上国と先進国のインターフェースとい
う部分で考えると、私は研究では農業と
産業の発展を見ていますが、例えばアフリ
カの産業がなぜ発展しないか、という命
題があります。アフリカにも、とても優秀で、
資金力があって社会に貢献したいという
高い志を持つ人達が沢山います。ですが、
会社を作ろう、工場を作ろうとするとき、例
えば先進国のように土地の所有権が整
備されていないので、まず誰の土地かを
調べ、交渉して借りられたところで、自ら
道路を作ったり、水道や電気を引く必要
があったり、普通は公的な機関がやること
を民間が背負わなくてはならないという
場合も多い。リスクも高いし、アジアと比べ
ても何かを始めるハードルが非常に高い。
そんな環境におかれている彼等の現状や
インセンティブを想像する力が先進国の
人間には必要で、それらを考えないと、な
かなか良い支援はできないのではないかと
思います。

味埜：今の話は、かなり具体的な個別の
ローカルな事情に関わることですよね。そ
ういう情報が、簡単には伝わらないという
ことなんですね。
前田：私は基盤系の物質系専攻で、ポリ
マーという柔らかい材料の開発を行って
います。私の所属する研究室では、新し
いことにチャレンジしつつ常に応用も見据
えて研究を行うように心がけています。私
の所属する研究室の教授でおられる伊
藤耕三先生はImPACTというプログラム
でプロジェクトマネージャーをやっています。
伊藤先生のプログラムでは、さまざまな企
業と大学が協力し合い、これまで難しいと
されてきた大学発の面白いコンセプトを
使って実際に使える材料に応用しようとい
うのが大きな目的です。そのために、新し
い材料を作って終わらせるのではなく、そ
の仕組や原理原則をしっかり解明するこ
とにも注力して日々 研究を行っています。
味埜：さて、今度は私の自己紹介をさせて
いただきます。現在、環境系の社会文化
環境学専攻に所属しています。

　私自身は工学部都市工学科を出て、
排水処理の技術のことをやっていました。
そこでは排水からリンを除去する技術を
研究していましたが、水を綺麗にするには、
微生物を使います。それで、微生物にど
んどんはまっていきまして、最終的に遺伝
子に行き着きました。
　1980年代の話ですが、微生物の学会
にいくと「お前の言っていることは再現性
がない」と言われ、工学の学会に行くと、

「この研究は何の役に立つんだ」と言わ
れる。そういう間を行き来しながら、結果
的に違う分野のインターフェースという役
割を果たしてきたのかなと思いますね。
　私にとって大きな転機だったのが、スイ
スの山の中で始めたYouth Encounter 
on Sustainability（YES）というサマー
スクールに2000年から関わったことです。
そこでは世界中から集まった学生達を相
手にしてSustainabilityについて考えさ
せる教育を始めました。はじめは自分自
身もSustainabilityが何かよくわからな
かったです。このYESが今の東大にある

左から：前田利菜助教（物質系専攻）、味埜俊教授（社会文化
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（GPSS-GLI）の設立に、結果的に繋がって
います。専門を深くやる人にはそれなりに
特殊な能力が必要で、本当に何かを極め
ていくことは大事だと思います。だから、そう
いう人は、本当にそれに特化してやれば良
いと思うんですけど、逆の意味で何でも受
け入れるっていうバイタリティを持っていて、
いろんなことを繋ぐプロフェッショナルも必要
です。それを育てようという試みです。
前田：多くの分野にまたがると評価をどう
するのかという問題もあると思います。
味埜：教員の評価のシステムを変えないと
いけないという議論は昔から、それこそ
新領域ができた頃からあるわけです。例
えば研究だけではなくて、教育をちゃんと
評価しなさいとか、実務の成果も見なさい
とか。履歴書や業績表で評価されるのは
昔は論文の数だけだったのに、今は他の
要素も書いてくださいというようになりつつ
ありますね。

融合を進めるためには？

味埜：さて、文理融合という言い方は大昔
からずっといわれてきている。それがなか
なか実現できないのですが、どうすれば
融合は進むと思いますか。
尾田：文系と理系が融合するときに、融合
する本人が目指すものが明確であれば、
融合するんじゃないですか。
鈴木：目的がはっきりしていれば、やりや
すいというか。私はベトナムで輸出エビの
養殖産業を見ていますが、この研究では
現地の大学の水産学部の先生と共同研究
しています。彼等は、どういうプラクティス
が良いエビを作るのかに興味があって、

私はそのプラクティスをどういうふうにした
ら人が取り扱ってくれるかっていうところに
興味があって。お互い、農家に良いエビ
を養殖してもらいたいという共通の目的が
あるので、有益な共同研究ができている
実感があります。具体的な目的がないと、
学融合しようというだけではなかなかでき
ない気がします。
味埜：今の話は、凄く親近感を持って伺い
ました。さっき、Sustainabilityの教育プ
ログラムGPSS-GLIの話をしましたが、こ
れは、バックグラウンドを問わないでいろい
ろな専門分野の学生を受け入れます。先
生方も、意図的にいろんな分野の先生に
お願いして教育に参加していただいてい
ます。ベースになる共通の基礎が何かとい
うことは、今でも問題ですが、その中で教
育の核として重視しているのが、現場型
の演習です。いろんな方向から関われる
課題に対しては学生によって扱い方が
違ってきたりする。実際に、今のエビの例な
どは、具体例をみんなで共有するというと
ころから、新しい視点が見えてくる。そのよ
うな訓練を積み重ねることで、新しい視点
を見つけるための、自分のポケットが増えて
くるというイメージを考えています。具体的
な事例を扱う中で、いろんなチャンネルにイ
ンターフェースを持てる人が育ってくるん
じゃないかと、そんな思いでやっています。
　私は、キーワードは「自分が変わる」と
いうところだと思います。自分の分野と自
分のやりたいことは持っていて、だけど、
相手がやっていることをちゃんと理解して、
自分が少し変わって相手の所に入りこむ。
相手もおもしろいなと思ってくれれば、逆に
こっちのことを勉強してくれて、少しこちら
に入りこむ。そしたら全部が融合するん
じゃなくて、インターフェースの所で糊がで

きるんですよね。そういう状態までいくと、
結構おもしろい議論ができますね。
尾田：若者のポケットを増やすような教育
が大事だと。
鈴木：大学院だけでなくて、もっと若い高
校生とかの教育も大事ですか。
尾田：僕は、研究科の出前講義に積極的
に参加させてもらっていまして、大学と中
高連携や地域連携は良いことなのかなと
思っております。成果が出るのは10年、20
年先になると思うんですけど。
味埜：今日の元々の趣旨は、「融合」が一つ
のキーワードです。融合するというのは、新し
いネタを探すとか、新しい方向に動くための
きっかけをつかむとか、そういう要素が多い
ので、その話と長期的な視点の話は繋がっ
ていると思います。私は大学で、特に若い
学生さん達が、いろんなことをやるときに、
いろんなものを見なさいという指導が必
要で、具体的に、研究になったときに、ちょっ
と脇に目をそらすというのを許してあげる
心の広さは必要だなという気がします。
前田：私がちょっとだけ心掛けているのは、
同じ実験の結果を見ても、AさんとBさんと
Cさんは、どれがおもしろいっていうのは、
たぶん個々に違うと思います。そこで否定
的な意見でも肯定的な意見でも構わない
ので、自分の感性に問いかけ、まず自分の
意見を持つことを意識的にやってほしい
なって思うんです。
　論文一つ読むにしても、メインのパート
じゃないけど、この一文のこの結果が、自
分には凄くおもしろいって思えるのがある
といい。
　それから、さっき鈴木先生が仰っていた
ように、人がどう動くかとか、そのとき人がど
うして幸せって感じるのか、喋ったときに相
手がどうリアクションするかっていうものに

尾田 正二 Shoji Oda
先端生命科学専攻
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興味があるんです。私は科学をやっている
ので、結果的に分子レベルの科学と生物の
行動とか、そういうのを結び付けられたら
良いなって。たとえば分子で「良い」匂いを
かぎ分けるとか。そういう感性を科学でと
らえる研究があっても面白いと思います。
味埜：今の話って突き詰めていくと、両極
端の方向性が出てきていて、どういうメカ
ニズムで起こるかを個別に調べるのはも
の凄く深堀型だけど、それが実際にいろ
んな場面でどういう人の行動に結びつく
かっていうのは、理屈の問題というよりは、
もう少しざっくりした感性の問題…？
尾田：融合するのは分野じゃなくて、研究
者のマインドというかモチベーションが変
容するってことなんですね。それで必要
十分であって。学融合するって大げさに
いわなくてもいいんですかね。
鈴木：分野が融合するというより、他と出
会って拡大していくというのもあるかと思
います。例えば、開発経済学は、経済学
の中ではマイナーな分野なのですが、開発
経済学がカバーする分野はどんどん拡大
しているんです。それはなぜかと考えると、
開発経済学はとても現実に近い学問で、
現実をよりよく理解し説明するという目的
のために、新しいものをどんどん取り入れ
てきた経緯があるんですね。経済学では
もともと、生産関数の中には資本と労働
の量しか考慮されていなかったのですが、
労働っていうのは数だけじゃないだろう、
労働者のクオリティも重要だということで、
ヒューマンキャピタルというコンセプトが70
年代くらいに受け入れられました。最近、
普通に扱うソーシャルキャピタルも、元々は
全然考えられていなかったのですが、社
会をよくよく考えるとそれも重要な要素だ
ということになった。最近では、人の行動

には心理的な要素も関わるだろうというこ
とで、心理学者から実験手法などを学ん
で取り入れています。
前田：近いところに居ると共同研究しやす
いっていうのはあると思う。この柏の中で

「やりたい人集まれ」みたいな感じで人が
集まって身近にポンポンとプロジェクトが立
ち上がってくるとしたら、そういうのって大
切って思っている人が多いアプローチじゃ
ないかなって思うんですけど。そういうの
が自由に立ち上がるといいですね。
味埜：そこは、新領域は割とやりやすい環
境にはあると思いますね。学融合推進費と
いう融合研究を後押しするようなしくみは
新領域ならではですね。
尾田：それが土壌になって、次のプロジェ
クトに。

おわりに

味埜：どうも今日は長い間ありがとうございま
した。私から最後にひとこと。GPSS-GLIを
作ったときに、理念となるキーワードをいくつ
か作りました。その一つがhol i s t i cで、もう
一つがtrans-boundaryです。holisticっ
て日本語にどう訳すかが難しいですが、
俯瞰的っていう言い方でしょうか。全体像
を見て、対象をシステムとして理解すると
いう意味です。一方、1人1人とか、社会
の構成要素のそれぞれから見ると、そこ
にそれぞれの文化があり、自分の属して
いる世界と外を隔てるバウンダリーがあり
ます。地域の文化があるし、大学の文化
もあるし、家族にも一つの文化があるし、
私自身も一つの文化を持っている。バウ
ンダリーがあったときに、バウンダリーの
外にあるものを認めましょうっていうのが、
trans-boundaryです。トップダウンの見

方（hol ist ic）とボトムアップ（trans-
boundary）の見方の両方大事なんじゃな
いかということなんです。学融合でポケット
を増やすとか、視野を広げるとか言うとき、
上から全体を見る視点と、個別に相手を理
解する態度の両方あるのかなということを
思っています。研究とか教育のレベルでそ
ういうことをやろうとすると、教育のカリキュ
ラムの中とか、研究の議論の中にそれを
持ち込まないといけないので、言葉として
人に伝えていくことが必要になります。私
は究極的には感性は大事だと思っていま
すけど、感性だけの世界ではなくて、やっ
ぱり言葉の世界、人に伝える技量がもの
を言うんじゃないかなと。その辺を大学と
いう仕組みの中でやっていくのが新領域
の教育なのだと思います。
　今日はどうもありがとうございました。

前田 利菜 Rina Maeda 
物質系専攻

鈴木  綾 Aya Suzuki 
国際協力学専攻
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習するとはどういうことだろう。
機械学習について説明する前に、

「我々が学習したと実感できるときは、ど
のようなときか」をまず考えてみたいと思
います。
 「第二次世界大戦時に英国で、ドイツ
軍のUボートの暗号通信を解読する部
門の責任者となった数学者は誰？」とい
う質問に対して、「アラン・チューリング」
と答えられたとします。答えられた人は、
以前に学習している可能性が高いわけ
ですが、2通りのことが考えられます。1つ
目は、「この問題を以前に解いたことがあ
る」、そもそも知っていたということです。
2つ目は、「この問題は解いたことが無
いが、第2次世界大戦、暗号解読、英国
の数学者からアラン・チューリングと推定
した」というものです。機械学習で「学
習」と言った場合、後者の能力を重視し
ます。例えば、試験に備えて過去問を勉
強しますが、同じ問題がでるわけではあり
ません。過去問や教科書から本質を学び、
未知の問題を解けるようになることで、学
習が成功したと実感できるのではないで
しょうか。

　機械学習では、こ
のように「過去の経
験から未知の問題
を解く能力」を「汎
化能力」と呼び、もっ
とも重要な概念であ
ると考えます。すな
わち、「学習とは、汎
化能力を向上させ
ることである」と考え
ます。もう少し数理
的な表現をすると、

「過去の経験」として
「蓄 積された観 測
データ」が用いられ、解きたい問題に応じ
た「モデルのパラメータ」をデータから推
定することで学習します。このように過去
に蓄積されたデータから本質的な情報を
モデルのパラメータとして抽象化すること
で汎化能力の向上を目指します（図1参
照）。過去に蓄積されたデータだけでなく、
機械が自ら必要な情報を探索する方法
もあります。機械学習の応用例は多岐に
わたり、スマートフォンに搭載されている
顔認識、オンラインショッピングサイトの推

薦システム、 近年注目を集めている車
の自動運転など、様々な実社会の中

で重要な役割を果たしています。

　佐藤研究室では、データの背後に潜む
潜在的な構造を仮定し、その構造を推定
することで未来の予測を行う機械学習手
法について、モデリング・アルゴリズム開
発・その理論解析といった基礎研究を
行っています。たとえば、購買履歴を用い
てユーザの嗜好にあった商品を推薦する
問題を考えましょう。ユーザの嗜好は購買
履歴には明示的には現れません。そこで、
この隠れた情報を潜在変数として統計モ
デルに組み込み、購入履歴から推定する
ことでユーザの嗜好を推定し、将来購入
する可能性のある商品を推薦することが
できます。
　他機関との共同研究では、東大病院
と共同で「機械学習による医用画像の
読影支援システム」（図2参照）の開発
を行っています。この研究では、これまで
蓄積された医用画像データから脳動脈
瘤や肺結節といった病変のもつ特徴を
学習し、病変の有無を推定することで医
師の日常業務をサポートすることを目指し
ています。

機械学習から学ぶ「学習」の本質

http://www.ms.k.u-tokyo.ac.jp/sato/index-jp.html
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佐藤 一誠  講師 

複雑理工学専攻
基盤科学研究系 Division of Transdisciplinary Sciences
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未知の問題を解けるようになることで、学
習が成功したと実感できるのではないで
しょうか。

もあります。機械学習の応用例は多岐に
わたり、スマートフォンに搭載されている
顔認識、オンラインショッピングサイトの推

薦システム、 近年注目を集めている車
の自動運転など、様々な実社会の中

で重要な役割を果たしています。

ਤ�� ػց学श研究ͷ֓೦ਤ
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球上には実に多様な生物が生息
しており、周りの環境にうまく適応する

ような姿・形をしています。昆虫をはじめと
する動物の体は、たった1つの細胞であ
る受精卵が細胞分裂を繰り返して細胞
数を増やすことで形づくられます。しかし、
単に細胞数が増えただけでは、細胞の
塊にしかなりません。それぞれの生物種
に特有の形をした個体は、発生過程で、
個々の細胞が自分の役割に応じた性質
を獲得し、様々な形をした組織や器官が
形成されることで出来上がります。この
過程は、遺伝情報にしたがって起こり、い
わば「自動的」に形がつくられます。した
がって、同じ遺伝情報をもつ生物は、何
回発生を繰り返しても、基本的には同じ形
になります。一方で、遺伝情報が変化す
れば、生物の姿・形も変化します。これが、
生物の姿・形の進化です。私達は、生物
の姿・形が、「そもそも、どのようにして「自
動的に」出来上がるのか？」「どのようにし
て生物種ごとの多彩な姿・形がつくられる
のか？」「どのように進化してきたのか、あ
るいは進化する可能性があるのか？」と
いうことについて、遺伝子の言葉で説明
することを目指し、昆虫の肢の形成過程
に注目して研究を進めています。
　昆虫は、全生物種の半数以上を占め、
その姿・形は極めて多彩です。昆虫の生
活に必須の器官である肢も、様々な形態
をしています。私達は、まず、優れたモデ
ル実験系であるショウジョウバエを用いて、
肢の形成メカニズムを詳細に解析し、そ
の知見を用いて、昆虫における形の形成・
進化・多様性を理解しようとしています。
　昆虫の肢の付節と言われる先端部分は、
昆虫種によって、1～5の範囲で分節数が

異なり（図1）、ショウジョウバエの肢では、
第1付節～第5付節の5つに分節化され
ています。その発生過程では、各分節に
特有の遺伝子発現が起こり、それに合わ
せて5つの分節が形成されます（図2）。
いわば、遺伝子発現により、付節予定領域
が「色分け」されるのです。一般に、発生
過程では、組織をどのように「色分け」し、
どのくらい細胞を増やすか（組織の「成
長」）ということが、最終的な形を形成す
る上で重要です。付節形成過程での、「色
分け」と「成長」のメカニズムの研究から、
付節予定領域には初めから5つ
の「色分け」があるのではなく、
最初は2つしか「色分け」がなく、
この初期状態が一旦決定され
ると、それによって細胞数の増え
方が制御されて組織が「成長」し、
そのことによって「色分け」がさ
らに変化し、それによってさらに
細胞数の増え方が制御されて組

織が「成長」する、といった具
合に、段階的に5つに「色分け」
されることがわかってきました。
つまり、「色分け」と「成長」の
制御が相互に関わりあいながら、
最終的な「色分け」と「成長」の
度合いが「自動的に」決まるの
です（図3）。
　これまで、「色分け」と「成長」
のメカニズムは別々に研究され
てきましたが、私達の研究により、
両者が実はカップルすることで、
初期状態が決定されれば、時間
とともに最終的な状態が段階的
かつ「自動的」に形成されると
いう、新しい知見が得られました。

この知見は、複雑な遺伝子の発現制御
システムを大きく変化させなくても、「色分
け」と「成長」の相互関係が変化するこ
とで、容易に最終的な形が変化し得るこ
とを示しており、昆虫種によって付節の分
節数が多様であることをうまく説明できる
ものであると考えています。このような研
究を続けることで、生物の形の進化や多
様性に繋がるような基本原理を解明し、
昆虫だけでなく、広く生物一般の形の形
成・進化・多様性を遺伝子の言葉で説明
できるようになることを期待しています。

生き物の形づくり
～どのように「色分け」し、どのように「成長」するのか？～

http://www.idensystem.k.u-tokyo.ac.jp/
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境学において順応的管理や順応
的ガバナンスという言葉が使われるよ

うになってしばらくたちました。単独の種
や事象にかかわる管理やガバナンスと異
なり、自然と社会が共進化してきた総体
そのもの、すなわち生態―社会システム
そのものが対象となった現在は、社会側
の管理やガバナンスに関する研究と、そ
れらに基づく社会設計という具体的な実
践が喫緊に求められています。
　社会設計にあたっては、さらに以下の
ような問いの答えを模索することが必要と
なります。人びとがどのような知覚の枠の
もとで、どのような動機や感情をもってそ
のような順応的ガバナンスに参与しうる
のだろうか。世代内の人びとが生の充実
を希求できること、世代間における存在
の豊かさを確保すること、それらは具体
的にその社会設計の中でどのようなもの
として描けるのか。さらに、これらの社会
設計は、誰によって、承認されて社会的
な妥当性を得られるのか。その過程もとも
に設計していく必要があります。
　では、そのような社会設計のためには
どのような実践が必要なのか。糸口を探
索することについて長けているのが、社
会学的な質的調査です。私は現在、質的
調査がもつ、社会的承認や協働行為の

場を生み出す可能性に着目し、調査それ
自体を多機能型にする試みを、流域と沿
岸の資源管理に関する事例で試みてい
ます。具体的には、聞き取り調査としては
とても単純で古典的ですが、その地域の
環境史、資源利用、社会文化、民俗につ
いての聞き取り調査を、その地域の人び
とと共に、流域と沿岸とのかかわりを物語
として語ってもらいながらすすめるという
方法です。もちろん、歴史的な文献調査
も行い、自然科学的調査を参照します。
時には生態調査などを地域の人 と々共に
行ったり、漁などの具体的な営みに参加

したりしながら、地域社会に暮ら
すほかの人びとの、そしてほかな
らぬ自分自身が気づいていな
かった価値、営みの具体的な中
身について、参加者がそれぞれ
の身体地図に書き加えていくよう
な仕組みで調査を行っています。
　その作業を通じて改めて見え
てきたのは、物語として聞くことで

はじめて見えてくる、偶然性や個別具体
性の環境ガバナンスにおける重要性です。
人びとのふるまいには、その中からしか見
えない要因と連続性があり、それを可能
にする周囲の条件の幅があります。人び
とを環境ガバナンスのほうへ向かわせる
のが、経済的・科学的合理性など、従来
想定されてきた行動原理とは異なる何か
別の「合理性」であることがあります。そ
の「合理性」は、人びとの個別具体的な生
における（あのとき、たまたま～に出会っ
たから）、そして取り巻く条件がそろう、つ
ながる、など相互作用の偶然性の中で生
まれたものであることも多くみられます。注
意深く周囲の条件の歴史的変化と、集団
あるいは個人の具体的な営みの両者を
総合的にとらえることにより、その内実は
はじめて明らかになります。
　遠回りのようですが、地域社会が社会
的ジレンマから抜け出す道を探す、一つ
の重要な方法であり、地域社会の潜在性
をはぐくむ重要な道筋だと考えています。

流域と海の物語から
地域社会の潜在性をはぐくむために
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福永 真弓  准教授 

社会文化環境学専攻
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世紀に入ってからアジアで発生し
た大規模な自然災害として、2011年3

月の東日本大震災や2004年12月のイン
ド洋大津波を挙げることが出来ます。これ
らの自然災害では、各地で多くの避難者
が発生しました。しかし、震災から数年が
経ち、被災地での復興が進んでも、元の
居住地に帰還する事を望まない避難者
が少なからず存在します。それにより、元
の居住地では過疎化が生じ、また、「一
時的な措置」として被災地からの避難者
を受け入れた地域にとっては、学校の定
員を超えた状態での運営、病院での長い
待ち時間、避難者と以前からの住民の
摩擦、などの問題が生じています。
　2014年度から2015年度に掛けて、こ
のような「帰還を望まない避難者」につ
いて、アジアでの複数の自然災害による事
例を対象とする国際共同研究を、学融
合的なアプローチで実施しました。避難
者が帰還を躊躇する原因を把握し、問題
の解決策を政策提言することを目指しま
した。
　国際共同研究の枠組みで、東日本大
震災により福島県広野町から同県いわき
市に建設された仮設住宅に
住む避難者を日本での対象
事例としました。東日本大震
災の直後に放射性物質によ
る汚染のため広野町の住民
に対して発令された避難指
示は、2012年3月末をもって
解除されており、住民は自宅
に帰還し得ます。しかし、震
災前の2010年の時点では約
5500人であった住民の内、
2014年半ばの時点で町内に

帰還した住民は約5割でした。未だ帰還
していない町民の内、何人が帰還するこ
とを意図しているのか、帰還を躊躇する
理由は何かを把握する事は、行政上の
火急の課題ながら、町役場では町民の

「本音」を把握する事に困難を感じてい
ました。
　いわき市にある幾つかの仮設住宅を
訪問し、避難者や管理人の方々から話を
伺った結果、日本人である限り、研究者
であっても実務者であっても、町民から

「本音」を聞き出すことは極めて困難だと
感じました。避難者は町や県や国に対し
て様々な不満と要求を有しています。「話
を聞きに来る日本人」に語られるのは「行
政への要求」であり、それは「本音」とは
相当に乖離しているようでした。
　日本人ではなく外国人であれば避難者
の「本音」を聞き出せると気付いたのは、
2014年6月に外国人研究者を伴って仮
設住宅を訪れた際でした。避難者が外
国人研究者に語る内容は、日本人に語る
内容とは相当に異なっており、それが「本
音」だと直感したからです。そのような経
験を踏まえて、2015年9月に3名の外国

人研究者（米国、インドネシア、スリランカ
から各1名）による、通訳のみを交えた、避
難者と一対一での聞き取り調査を実施し
ました。その結果は、驚くべきものでした。
約8割の避難者は仮設住宅での生活を

「とても幸せ」あるいは「かなり幸せ」と感
じており、仮設住宅を退去しない理由は
「お隣との距離が近く、近所付き合いが
容易な仮設住宅での生活が楽しいから」
でした。この結果を聞いた町役場の或る職
員は「仮設住宅に住む避難者の全員が、
自分たちは不幸だと感じているのだと思っ
ていました」と述懐しました。外国人研究
者でなければ引き出し得なかった「本

音」が避難者によって語られ
ていたのです。
　その地域に住んではいない

「よそ者」研究者が実施する
事例研究には、幾つもの困難
があるでしょう。住民から「本
音」を引き出せないかも知れ
ないという懸念はその典型
です。しかし、同国人ですらな
い「よそ者」の外国人であっ
て初めて為し得る研究も存
在するようです。

帰還を望まない避難者
「よそ者」研究者の存在意義

http://park.itc.u-tokyo.ac.jp/nakayama/
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球上の海洋の10%は、凍る海です。
その中でも極域、つまり北極と南極は、

真夏であっても氷がなくなることがありま
せん。極域の氷は、季節はもちろん、より
長い時間経過によっても徐々に変化して
いきます。北極の氷は年々減少していま
すが、一方で南極の氷は増加しています。
そしてこの氷の変化は、地球温暖化をは
じめ多数の要因が互いに影響しあって
おり、まだまだ未解明の部分が多くあり
ます。一方では、海氷の少なくなった北
極では持続可能な利用、逆に南極では恒
常的な物資輸送のための船舶輸送は、
益々重要な問題となってます。山口研
究室では、そのような未知の領域である
極域に関する様々な事柄を研究してい

ます。扱っている研究は、大きく二つに分
けられます。一つは、計算用の数値モデ
ルの開発とそれを用いた予測、そしても
う一つは、実際に極地に行って観測を
行う、海氷・海洋観測です。そして昨年は、

山口研究室から二名の大学院生（内1
名は、9・10月のカナダ砕氷船による北極
観測にも参加）が第57次南極地域観測
隊に参加し、2015年12月から2016年3
月にかけて砕氷船「しらせ」に乗船し、
船上にて各観測を行いました。船体着氷
の原因である海水飛沫の定量的な測定
を行う「海水飛沫計測」と、より効率的か
つ安全な砕氷航行の実現を目標とした、
速力、氷厚、散水の有無といった条件の
違いによって船がどのような挙動の違い
を示すかを調べる「しらせ氷中航行試
験」を主担当しました。より多くのデータ
を集めるために、第58次南極地域観測
隊をはじめ、今後も海氷・海洋観測を
行っていく予定です。

http://www.1.k.u-tokyo.ac.jp
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リチウムイオン電池は、ノートパソコンやスマートフォンな
どの小型機器から電気自動車などの大型用途までの

エネルギー貯蔵源として、現代社会に欠かせないデバイス
となっており、性能の更なる向上が求められています。この
高性能化を実現するためには、電池内部の様々な反応機
構を詳細に調べ、効果的かつ効率的な材料開発を実践
することが重要です。電池の内部では、電解液を介して正
極と負極の間をリチウムイオンが行き来することで、充電/
放電が実現しています。正極および負極に着目すると、リ
チウムイオンが脱挿入される際の
電荷のやり取り、つまり、電子的な
性質が動作電位や貯蔵できる電
気量といった電池の性能に直結し
ています。したがって、電気化学、
イオニクス、材料科学、構造物性
等の研究に加えて、電子状態の
評価を行うことで、反応機構の系
統的な解明が可能となります。
　現在、私は電池性能の評価や
電極材料開発を行うとともに、大学
院時代に複雑理工学専攻溝川研
究室（現：早稲田大学）にて学んだ
電子物性の知識と経験を活かして、
兵庫県にあるSPring-8やつくば
市にあるフォトンファクトリーなどの
放射光施設を使って、電極材料の電子状態解析に取り組
んでいます。放射光施設では様々な波長の光（主にX線）
を利用できますが、特に、軟X線と呼ばれる比較的波長の
長いX線を用いた分光実験を駆使して、充電/放電に直
接関わる電子軌道の観測に取り組んでいます。軟X線分
光は、主に、超伝導体や磁性体、半導体等の様々な固体
材料に対して威力を発揮する手法です。電池においても、
多くの正極材料に用いられる遷移金属酸化物や、代表的

な負極材料である炭素系材料などの電子状態の詳細な
評価に適した手法ですが、軟X線は大気中を透過しない
ため試料を真空中に置く必要があり、組み上がった状態
の電解液を伴う電池に対しては相性が悪い手法でもあり
ます。したがって、通常は電池を解体して電極を取り出し
てから軟X線分光実験を行うことになりますが、充電時や
放電時における電子状態を正しく観測するためには、電
池を非破壊で、なおかつ電圧や電流を印加している状態
での測定が求められます。そこで、現在私が所属してい

る産業技術総合研究所のグルー
プと、物性研究所/新領域創成
科学研究科物質系専攻の原田
研究室との共同研究として、リチ
ウムイオン電池電極用の特殊な
電池セルを開発し、電解液を伴う
環境での充放電動作中における
軟X線分光実験に成功しました

（SPring-8 BL07LSU 東京大学
放射光アウトステーションで実施）。
従来手法では難しかった詳細か
つ正確な電子状態の情報を得る
ことで、これまでと違った切り口か
ら電極の性能を評価することが
可能になりました。得られた知見
を基に、元素置換やナノ構造化な

どの手法を用いた新材料開発が期待されます。
　今日、リチウムイオン電池を含む様々な実デバイスの動
作中分析は、重要な研究課題となっており、基礎研究と応
用研究との領域横断研究といった側面も持っています。こ
のような研究を行う上で、新領域創成科学研究科で学ん
だ学融合の概念は非常に役に立っています。引き続き本
研究を推進し、実社会に役立つ高性能な電池の開発に
貢献していきたいと思っています。

系 譜D e s c e n t  
o f  

F ro n t r u n n e r

フロントランナーの

放射光を使った
電池の詳細な分析

ෳࡶཧ޻学専攻 ����೥�݄ത࢜՝ఔम （ྃത࢜（科学））
ज़૯߹研究ॴɹٕۀ࢈৬：国ཱ研究։ൃ๏ਓݱ
ɹɹ  লΤωϧΪʔ研究෦໳ 研究һ

朝倉 大輔

41SJOH�� #-��-46 ౦ژେ学์ࣹޫΞ΢τεςʔγϣϯ
ͷೈ9ઢൃޫ෼ޫ૷ஔ（্ਤ）ͱϦν΢ϜΠΦϯి஑ిۃ
༻ಛघηϧ（Լਤ）

https://unit.aist.go.jp/ieco/
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ɹࣗવ環境学専攻Λଔ͠ۀ ஍研究ॴʹϙευΫͱۃ国ཱ、ޙͨ
ͯ͠ ͷ৬Λಘ·͠ ͨɻ�೥൒ Ͳ́ೆۃւ΍ೆۃେ཮ͷީؾมಈ
ʹؔ࿈ Δ͢研究ʹܞΘΓ、͏ͪ���೔ؒ͸ೆ؍ۃଌ ͱୂ͠ Ωͯϟ
ϯϓΛுΓͳ͕ らͷ಺཮ௐࠪ ΋ʹࢀՃ͠ ·͠ ͨɻͦ ͷ๣ら、େ学Ͱ
Ұ೥ؒͷ授ۀΛड͚ػͭ࣋会Λಘ Γͨ、ത物ؗͷҊ಺Ϙϥϯ
ςΟΞͳͲΛ͢ Δ͏ ͪʹ 、研究 ͱऀ͠ Ͱͯ͸ͳ͍ ࣗ෼ͳΓͷ生͖ Λํ
୳ Α͢͏ ͳʹΓ·͠ ͨɻ
ɹ Μͦͳં、Ըࢣʹ͝ ԑΛ͍ ͨͩ ͖、ࣛ ʹౡଜͷ໾৔ࡾݝౡࣇ
స৬͠ ·͠ ͨɻࡾౡଜ͸�ͭͷౡからͳΔଜͰ、�ౡ߹Θͤ ΋ͯਓ
ʹ͸���ਓͱ、શ国Ͱ΋�൪໨ޱ খ͞ ͳࣗ ମͰ࣏͢ ɻ͕ࢲಛʹऒ
かΕ͍ͯΔͷ͸、தԝʹҐஔ Δ͢ࡵຎེԫౡͰ͢ɻՐࢁౡͰ͋
Δࡵຎེԫౡ͸、༙ ͖ग़͠ ଓ͚
ΔԹઘʹΑΔม৭ւਫ΍、ࢁ
௖΍ࢁഽから্ Γ͕ଓ Δ͚෾ؾ
ͷ͕࢟ৗʹม化͠ ଓ Δ͚ౡͰ、
·͞ ʹ஍͕ٿ生͖ ͍ͯ Δ͜ ͱΛ࣮
ײ͞ ͤͯ Ε͘Δ৔ॴͰ͢ （ࣸਅ）ɻ
͜ͷౡΛओͳ෣୆ͱ͠ ͯ、஍ٿ
科学Λ׆༻͠ ͨ஍域ੑ׆化ͷೝఆ੍౓Ͱ͋ ΔʮδΦύʔΫʯʹ
ೝఆΛ͏ Δ͚ͨ Ίͷ専໳৬һͱ͠ ͯͷ׆ಈΛ࢝Ί·͠ ͨɻ
ɹࡏݱͷࣄ࢓಺༰͸、研究 ͱऀͷڞಉ研究΍ௐࠪͷαϙʔτ、
ͱ͠ࢣߨۈେ学ͷඇৗݩ಺֎ͷେ学ͷ学生࣮शͷҊ಺、஍ݝ
ͯͷ授ۀ、༮ஓԂࣇから社会ਓ·ͰΛର৅ͱ͠ ֤ͨछߨԋ、஍
ذͷࣥචͳͲ、ଟࣄهͷࢽࡶॻ੶΍、ࡌ新ฉͰͷ࿈ݩ Θʹͨ Γ
·͢ ɻ研究 ͱऀ͠ ͯͷ࣮੷΍কདྷΛࣺ Δ֮ͯޛͰඈͼࠐΜͩస
৬Ͱ͠ ͕ͨ 、研究 ͱऀ͠ ͯഓͬͯ ͖ͨ ஌ࣝ、ਓ຺、ϓϨθϯ΍文ষ
ࣥචͷೳ力ͷΈͳらͣ ਓతͳͭͳ͕ݸ Γ΋ؚΊͯ 、৘೤Λ͚ͯ܏
΍ͬ ͖ͯ ༷ͨʑͳ͜ ͱ͕ ͷεςʔδʹ໾ཱͬͯࠓ ·͍͢ ɻ
ɹ͓か͛͞ ·Ͱ、ண೚から໿�೥ͨͬܦ ����೥�݄ʹ、೔ຊ࠷
খͷ（͓ͦ ら͘ ੈք࠷খͷ）δΦύʔΫͱ͠ ͯͷೝఆΛ֫ಘ Δ͢͜
ͱ͕ Ͱ͖ ·͠ ͨɻࡏݱ͸、δΦύʔΫͷ׆ಈΛܧଓ͞ Δͤͨ Ίʹ ʮՔ
͙ʯ࢓૊ΈΛ࡞ΔऔΓ૊Έʹ力ΛೖΕͯ ·͍͢ ɻ
ɹࡏݱͷࢲͷཱ৔͸ʮଜʯͷ৬һͰ͢ ͕、౦େΛଔ͠ۀ ͨҎ্
͸গͳ͘ ͱ΋ʮ೔ຊʯͷ Ίͨʹਚ力 Δٛ͢຿͕ Δ͋ͱͯͬࢥ ·͍͢ ɻ
ਓݮ͕ޱগʹస͡ ೔ͨຊ ͱʹͬ ͯͷϑϩϯςΟΞͰ Δ͋աૄ஍
から、೔ຊʹݙߩ Δͨ͢ Ίͷ४උΛ੔͑ͭ ͭ、͕ Μ͹ͬ ͍ͯ ·͢ ɻ

大岩根 尚
ࣗવ環境学専攻 ����೥�݄ ത࢜՝ఔमྃ
科学研究専໳৬һٿౡଜ໾৔ ஍ࡾ：৬ݱ

地球科学を活用した島おこし

 ʮਅൕ͸ݟか͚͸த学生Έ͍͚ͨͩ Ͳ、ຊ౰͸ϋʔυωΰγ
ΤʔλʔͶɻʯ
ɹ国際協力学専攻म࢜՝ఔΛଔ͠ۀ ͯೖ͠ߏ ͨ+*$"Ͱ͸、
ʹ�೥໨ߏかೖۇ ͯ͠ ϖϧʔͰͷற͕࢝ࡏ·Γ·͠ ͨɻறࡏத
͸+*$"ͷࣄ຿ τํοϓͱ͠ ͯϖϧʔ੓෎ͱͷંিʹ౰ Δͨ͜
ͱ΋ଟ͘ ͸౰વए͘ࢲͷ೔ຊਓঁੑͷࡀ��、 、らΕΔ΋ͷͷݟ
ಘҙͷεϖΠϯޠΛ生か͠ ͯ೪Γ͘ڧ ަবΛ͍ߦ·͠ ͨɻ೔
ຊଆͷओுΛ௨͚ͩ͢ Ͱͳ͘ 、ϖϧʔଆͷ๏ମ系΍੍౓Λษ
ڧ͠ 、先ํ ͱʹͬ ͯͷ߹ҙ߲ࣄͷҙ味Λཧղ͠ ্ͨͰަবΛ
·ͱΊΔ力͕ඞཁͱ͞ Ε·͢ ɻʮ ͳ͋ͨ ͷ೪Γ͞ڧ ͸ʹෛ͚ ΔΘɻʯ
๯಄ͷݴ༿͸ͦ Μͳҙ味ΛࠐΊͯ、͋ Δ二国ؒ文ॻͷަব
ͷ੮Ͱ、ϖϧʔ֎຿লہ長͕ൃ͠ ༿Ͱ͠ݴͨ ͨɻ֎ަݧܦ
͕๛෋ͳ൴ঁͷδϣʔΫͰ、ுΓ٧Ίͨ 会͕ٞস͍ʹแ·Ε
·͠ ͨɻҰਓͷަব׭ͱ͠ ͯ、૬खͷ࣋ؾ Λͪ௫ΜͩॠؒͰ
͋ͬ ͱͨࢥ ·͍͢ ɻ
ɹम࢜՝ఔͰ͸、ʮ教ҭٕज़協力ͷ෭࣍తޮՌʯͱ͠ ͯ、ϘϦ
ϏΞʹ͓͚ Δ೔ຊͷॳ౳教ҭ協力Λѻ ·͍͠ ͨɻ正௚、教ҭ学
ࣗମʹେ͍ͳΔڵ味͕͋ͬ ͱ͍ͨ Α͏Γ͸、೔ຊͷٕज़・ϊ΢ϋ
΢ͱ͠ ͯͷ೔ຊͷ教ҭݱ৔ʹ͓͚ Δ࣮ફ͕、։ൃͷ՝ఔͰ૬
ख国社会 ͲʹͷΑ͏ ʹड͚ೖΕらΕม༰ Δ͢ͷかʹؔ৺͕ Γ͋、
෼ੳख๏ʹ͸社会ʹ͓͚ Δٕज़ͷ఻೻࿦Λ༻ ·͍͠ ͨɻ正ʹ
新領域ͰऔΓ૊Ή΂͖ 、研究಺༰Ͱ͋ ͬͨ Α͏ ࢥʹ ·͍͢ ɻ
ɹࠓ΋େ੾ʹ͠ ͍ͯ Δͷ͸ಉ༷
ͷ໰୊ҙࣝͰ͢ ɻ೔ຊͷ஌ݟ・
ϊ΢ϋ΢Λ利༻͠ ͯͷʮٕज़ʯ協
力Ͱ͋ ͬͯ ΋、ҙਤ͠ ͨ௨Γʹ ٕ
ज़Ҡస͕ߦΘΕΔΘ͚ Ͱ͸ͳ͍
ͱ͜ʹ ໘നΈΛ͡ײ ͯ ·͍͢ ɻಛ

ʹਓʑͷߦಈม༰Λଅ͢社会
։ൃʹ͓͍ͯ͸、ʮٕज़ʯ͕ ૬
ख国社会ʹର͠ Ίͳ͚ͭݟʹҙ味ΛηϯγςΟϒͭ࣋ Ε͹ͳΓ
·ͤ Μɻͦ Ε͸ϓϩδΣΫτͰ͋ ͬͯ ΋、Ұ文ॻͷަবͰ͋ ͬͯ ΋
ຊ͸ಉ͡ج Ͱ͢ ɻʮ ͳ͋ͨ ͸ཱ೿ͳϓϩϑΣογϣφϧΑɻ೔ຊʹ
ͯͬؼ ΋ϖϧʔͷ͜ ͱΛ๨Εͣʹࣄ࢓Λ͠ ͯͶɻʯϖϧʔからͷ
長͕ہ国ͷં、๯಄ͷؼ Μͦͳݴ༿Λか͚ ͯ͘ Ε·͠ ͨɻ·ͩ
։ൃ࣮຿͸͚ۦग़͠ ͷࢲͰ͕͢、೔ຊͱ૬ख社会ΛͭݟΊ、
૬ख国ͷਓʑʹ৴པ͠ ΋ͯら͑ ΔΑ͏ Λ͠ࣄ࢓ʹ ͍͖ͯ ͨ ͱ͍
ͯͬࢥ ·͍͢ ɻ

相手国社会における
日本の協力の意味

中条 真帆
国際協力学専攻 ����೥��݄म࢜՝ఔमྃ
（"$*+）ߏػ৬：国際協力ݱ

http://www.jica.go.jp/

http://mishima.link

ེԫౡͷۭࣸࡱਅɻౡͷपғから༙͖
ग़͢Թઘਫ͕ౡͷपғΛછΊ͍ͯΔ

೔ຊͷ協力Ͱޫ؍։ൃதͷ
ΫΤϥοϓҨ੻ʹͯ
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　お箸は東アジア文化圏で広く
使われている食事の道具ですが、
その形状やデザインには文化に
よる違いがあり、各国の食文化
に良く適合しています。
　日本と中国でも箸文化が浸透
していますが、所変われば品変
わるで、箸の形状や使い方に違
いがあります。中国のお箸は日
本のお箸ほど尖っておらず、主
にご飯やおかずを食べるときに使います。
スープを飲むときにはお箸ではなくスプー
ンやレンゲを用います。日本のお箸は中
国のものと比べるとかなり短く、先が「丸
く尖っている」ものが多いです。日本では、
ご飯やおかずを食べるときだけでなく、
味噌汁を飲むのにも箸を使うので、中国
とは使い方がかなり違います。
　また、中国人は、長いお箸を洗って繰
り返し使います。この行為は、中国人の

忍耐力や粘り強さの表れと考えられて
います。一方、日本人は使い捨

ての割り箸をよく使い
ます。中嶋嶺雄という

研究者が『日本人
と中国人ここ

が大違い』

という本で分析しているように、日本人
の魂の奥深くには、「一期一会」つまり、
出会いは一生に一度という茶道の精神が
刻まれており、それが割り箸の愛用にも
影響しているように思えます。
　さらに、日本と中国では、箸の置き方も
違います。日本では、箸を手前に横向き
に置くのが普通ですが、中国では、箸先
を自分とは反対の方向に向けて、縦に置
きます。横向きに置くと食事が終わった
合図になってしまいます。このような箸
の置き方の違いには理由があります。中
国では、円卓が一般的です。円卓で縦
に置かれた複数の箸は中心を指し示し
ます。このことは、中国人が常に中心の
存在を意識していることの表れと考えら
れます。一方、日本

では四角いテーブルを用いることが多く、
中心という概念は希薄なように思えます。
日本と中国の箸の置き方の違いは、両民
族の人々の心に深く根付いている価値
観の違いの現われなのではないでしょ
うか。
　このように、箸を使う国の間でも、その
形や使い方には様々な違いがあります。
箸文化に見られるわずかな違いから、
民族の根底にある価値観を垣間見るこ
とができます。様々な国の箸の文化をよ
く知ることは、異文化理解への
架け橋となるのではない
でしょうか。

Window of Foreign Student

from ChinaWindow of Foreign StudentWindow of Foreign StudentWindow of Foreign StudentWindow of Foreign StudentWindow of Foreign StudentWindow of Foreign StudentWindow of Foreign Student
留学生の窓

方是也 （FANG SHIYE）
先端ΤωϧΪʔ޻学専攻ɹ
େ࡚研究ࣨ  म࢜՝ఔ�೥

http://www.ohsaki.k.u-tokyo.ac.jp/

৯ثͷஔ͖ （ํத国） ৯ثͷஔ͖ （ํ೔ຊ）

೔ຊͷ͓സ

த国ͷ͓സ
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　ルワンダ共和国の人口密度はアフリカ
で最も高く、急激な人口増加によって、
70%以上の国民が生計を依存する農耕
地の矮小化が進んでいます。ルワンダは
1994年に大虐殺を経験し、わずか3か月
の間に80～100万人ともいわれる国民の命
が奪われました。これは民族対立によるも
のですが、最近の研究では、人口増加に
よる土地不足が引き金となったともされて
います。ルワンダ政府は、いまだに高い出
生率と、大虐殺時やそれ以前の紛争等に
より国外に脱出した人々の帰還によって
ますます増加が見込まれることから、人口
問題を国の最優先課題とし、避妊具の配
布を含む家族計画政策を強力に推進して
きました。しかし、避妊具が普及するよう
になったにもかかわらず、ルワンダ農村部
では、出生率が依然として高いままです。
そこで、私の研究では、ルワンダ農村部を
対象に、夫婦がどのように、家計の子ども
数や、使用する避妊法を決定しているのか、
歴史的背景や文化社会的な要因を踏ま
えて明らかにすることを目的としています。
3回に渡り、ルワンダ東部カヨンザ地区で
現地調査を行いましたが、そのうち、2015
年9月の調査について、新領域創成科学

研究科より、学術研究奨励金の支援をい
ただきました。
　ルワンダ滞在中は、早朝5時から夜の8
時まで、村々を移動しながら200件以上
の家計調査を実施しました。聞き取り調
査に協力してくれた人々
の多くは、大虐殺で家族
を失っており、家族計画
に関する聞き取りの最中
には、過去を思い出し、
涙しながら調査に協力し
てくれることもありました。避妊法など性
生活に関わる話は、当初は、外国人であ
る私たちに、話しづらいこともあったと思
います。しかし、調査を重ねるごとに、
人々は現在の家族計画政策や避妊具に
どのような問題があるか、細やかに話して

くれるようになりました。娘が増え
たようだと迎えてくれたり、貴重な
食糧である豆を、かごいっぱい持
たせてくれたりする方もいました。
帰り際には、私の手を握りながら、
村の現状をぜひ政府に伝えてほ

しいと訴えられるなどし、研究成果を発
信するなど、研究者としてしっかりとその
役目を果たさなければと、身が引き締まる
思いでした。現在、博士課程進学を希
望しており、もし進学できたならば、引き

続き同じ地域で調査を
行う予定ですが、人 と々
より密なコミュニケーショ
ンをとり、関係を築いてい
けるよう、ルワンダの公用
語であるキニャルワンダ

語を少しずつ勉強しています。
　最後に、本研究を遂行する上でたくさん
の方 よ々りご指導、ご協力をいただきました。
指導教官の松田浩敬特任准教授、副指導
教官の関山牧子特任助教、出張手配をして
いただいたサステナ企画室の皆さま、現地
調査をサポートしていただいたワールドビ
ジョン・ジャパン、ワールドビジョン・ルワン
ダのスタッフの皆さま、同行してくれた通訳
やドライバーの方々、聞き取りに応じてくれ
た農村部の人 に々、深く感謝しております。
本当にありがとうございました。

ルワンダ農村部における
家族計画の現状

フィールド
調 査 報 告
Field Survey Report

島村 由香
αεςΠφϏϦςΟ学
άϩʔόϧϦʔμʔཆ成ϓϩάϥϜ
म࢜՝ఔ�೥

Cross Story

for RwandaRwandaRwandaRwandaRwandaRwandaRwandaRwandaRwandaRwandaRwanda

ʲ左 ษrڧΛ͠ ͳ͕ らՈࣄख఻ Λ͍͢ ΔࢠͲ΋ͨ ͪ
ʲӈ ஊrস͢Δঁੑͨͪ

ฉ͖औΓௐࠪͷ༷ࢠ

ૣேͷ೶ଜ෦ͷ෩ܠ
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● 平成27年度 新領域創成科学研究科長賞授与について

ɹ ͷ੍͜౓͸、౦ژେ学େ学Ӄ新領域創
成科学研究科ʹࡏ੶͠ ͍ͯΔ学生Λର৅
ͱ͠ ͯ、学ۀ、国際ަྲྀ、஍域ݙߩͷ֤෼
໺ʹ͓͍ͯݦஶͳޭ੷౳ͷ͋ͬ ਓຢݸͨ
͸ஂମΛࢌ Δ͑͜ ͱΛ໨తͱ͠ 、ฏ成��೥
౓ʹ創ઃ Ε͞·͠ ͨɻฏ成��೥౓新領域
創成科学研究科長৆͸৹ࠪͷ݁Ռ、学ۀ
෦໳ म࢜՝ఔ��໊、ത࢜՝ఔ��໊、
஍域ݙߩ෦໳�໊͕બग़͞ Ε、ͦ ΕͧΕʹ
೦१͕ଃఄ͞ه Ε·͠ ͨɻ

新領域創成科学研究科長賞受賞者一覧

受賞者（地域貢献部門）

αεςΠφϏϦςΟ学
άϩʔόϧϦʔμʔཆ成େ学ӃϓϩάϥϜɹɹ ᪅ɹࢥՅ

● 平成27年度 東京大学学位記授与式

ɹฏ成��೥౓౦ژେ学学Ґه授༩͕ࣜ�݄��೔（木）����ʙ
҆田ߨಊʹ͓͍ͯ։͞࠵ Ε·͠ ͨɻ新領域創成科学研究科から
ͷ୅දऀ͸म࢜՝ఔ ࢤլ俊成 Μ͞、ത࢜՝ఔ ݹҪ޺࿨ Μ͞
Ͱ͠ ͨɻޒਆ૯長から֤研究科ͷ୅දऀʹ学Ґ͕ه授༩ Ε͞
͠·ड़΂らΕ͕ࣙࠂ、ޙͨ ͨɻ新領域創成科学研究科ͷमྃ
ऀ͸、म࢜՝ఔ���໊、ത࢜՝ఔ��໊、߹໊���ܭͰ͠ ͨɻ

（ࣸਅࡱӨ：尾ؔ༟࢜）

ɹฏ成��೥౓౦ژେ学େ学Ӄೖ学͕ࣜ� �݄�೔（Ր）�����ʙ
೔ຊ෢ಓؗʹ͓͍ͯ։࠵ Ε͞·͠ ͨɻޒਆ૯長͓Αͼ๏学੓
͠·学研究科長から͕ࣜࣙड़΂らΕ࣏ ͨɻଓ͍ͯདྷෂͷ๕լ
ప໊༪教授からॕࣙΛ͍͖ͨͩ ·͠ ͨɻ新領域創成科学研究
科ͷೖ学ऀ͸、म࢜՝ఔ���໊、ത࢜՝ఔ��໊、߹ܭ���
໊Ͱ͠ ͨɻ

● 平成28年度 東京大学大学院入学式

（ࣸਅࡱӨ：尾ؔ༟࢜）

新領域創成科学研究科長賞（修士） 新領域創成科学研究科長賞（博士）
専　攻 学生氏名

物質系 前ᖒ俊࠸

先端ΤωϧΪʔ޻学 தҪᰜഅ

ෳࡶཧ޻学     ૿田༞Ұ

先端生命科学 ޾޺ڮߴ

ϝσΟΧϧ৘ใ生命  ᙈɹ༙Ұ

ࣗવ環境学 Ԙݟ௚ر

ւ༸ٕज़環境学 ࢤլ俊成

専　攻 学生氏名

環境γεςϜ学 খ৓ɹݩ

ਓؒ環境学 ౻৿ઍ੖

社会文化環境学 ஛ଜ༝ل

国際協力学 ҆౻ૣل

αεςΠφϏϦςΟ学
άϩʔόϧϦʔμʔཆ成
େ学ӃϓϩάϥϜ 鈴木ɹॣ

専　攻 学生氏名

物質系 ໺ଜഹ޺
先端ΤωϧΪʔ޻学 ౦ڷɹ܇

ෳࡶཧ޻学       
 ɹɹɹɹɹ  த੢（େ໺）ٛ య

先端生命科学 ࠤ౻ཅҰ
ϝσΟΧϧ৘ใ生命  ౻઒ɹେ
ࣗવ環境学 দਆलಙ
ւ༸ٕज़環境学 Ԭɹ正ٛ

専　攻 学生氏名

環境γεςϜ学 খᖒڿਓ
ਓؒ環境学 ཱུɹ༾ཅ
社会文化環境学 ࡫尾஌ੈ
国際協力学 ཥɹᢳۅ

αεςΠφϏϦςΟ学
άϩʔόϧϦʔμʔཆ成
େ学ӃϓϩάϥϜ
 ɹ ɹɹɹ   ŧœř Ż ũŎƃƏ ƓŔŗƃ
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● 新領域創成科学研究科新入生歓迎会（BBQ大会）

ɹ����೥�݄��೔（Ր）�����ʙ、ฏ成��
೥౓ͷ新ೖ生##2ܴ׻େ会͕։࠵ Ε͞·
ͨ͠ ɻ
ɹྫ೥、Ӎ΍෩ʹΑΓதࢭ Ε͞Δ ͱ͜ͷଟ
かͬͨ ຊܴ׻会Ͱ͕͢、ຊ೥౓͸ఱީ ΋ʹ
Ε、ஆかͳ೔ࠩ͠·ܙ ͷத、��� （໊新領域
創成科学研究科���໊、ͦ ͷଞ研究ॴͳ
Ͳ���໊）ͷࢀՃऀ͕ू·Γަ ྲྀ͠ ·͠ ͨɻΞϧίʔϧยखʹ、
ίϯϩΛғΈͳ ら͕׻ஊ͠ 、ී ஈ઀͢Δ͜ ͱͷগͳ͍ଞ専攻ͷ
ํʑͱ΋会࿩͕஄ΜͰ͍Δ༷͕ࢠ、ͦ か͜͠ Ͱ͜ݟらΕ·͠ ͨɻ
創域会学生෦ओ࠵ͷΫΠζ΍δϟϯέϯͷΠϕϯτ΋੝Γ্͕

ΓΛܠ、ͤݟ඼Λ֫ಘ͠ ੠΋্͕ͬͯ׻Ճऀͷࢀͨ ͍·͠ ͨɻ
ɹࢀՃऀͷ͓ෲ΋৺΋ຬͨ͞ Εͨ新ೖ生##2ܴ׻େ会Ͱ
͋ͬ ͱ͍ͨࢥ·͢ ɻ

（����೥新ೖ生ܴ׻会࣮ߦҕһ ຀໺ହ࠽）

◆◆ใҕһ長  ⁋੣Ұ࿠޿  編 集 後 記  ◆◆

● 柏キャンパスサイエンスキャンプ2015

ɹദΩϟϯύε෦ہԣஅ଺ܕࡏ΢ΠϯλʔϓϩάϥϜʮദ
ΩϟϯύεαΠΤϯεΩϟϯϓʯ͕ ����೥�݄��೔から�݄
�೔ʹܭ�ίʔε��ϓϩάϥϜ։ߨ Ε͞·͠ ͨɻ૯੎���໊

ͷཧ系�、�೥生͕新領域創成科
学研究科、େؾւ༸研、物ੑ研、
Ӊ஦ઢ研ͷ研究ࣨʹ഑ଐ͞Ε࣮
श՝୊ʹऔΓ૊Έ·͠ ͨɻίʔεᶙ
ͷ։ࣜߨʹ͸ֿ田Ӊ஦ઢ研ॴ長
からѫ͕ࡰड़΂らΕ·͠ ͨɻ࣮ शʹ
Ճ͑ͯ、ദΩϟϯύε研究ॴݟ学

΍໷ؒٛߨ΋ߦΘΕ、࠷ऴ೔ʹ͸成Ռൃද会͕։࠵ Ε͞·
ͨ͠ɻडͨ͠ߨ学生から͸、ʮָ͠かͬͨʯʮوॏͳମݧΛ味

Θͬͨ ʯͱ͍ ͏ͩ ͚Ͱ͸ͳ͘ 、ʮ5"΍先生ํͱͷަྲྀΛ௨͠ ͯ、
研究ऀͱ͍͏ ੈքΛΑΓ࣮ݱతʹ͑ߟΔ ͱ͕͜ Ͱ͖、ࣗ ਎ͷ
ਐ࿏Λߟ Δ͑ྑ͍͖ͬ か͚ʹͳͬ ͨʯͳͲͷ੠΋ฉかΕ、ඇৗ

ʹॆ࣮ͨ͠ϓϩάϥϜͱͳΓ·͠ ͨɻ
����೥౓ͷຊϓϩάϥϜ͸、文系学
生΋Ճ͑ͯ����೥�、�݄ʹ։ߨ༧
ఆͰ͢ɻ

（����೥౓ ദΩϟϯύε 

αΠΤϯεΩϟϯϓ୲౰ ࡾ୩ࢤܒ 教授）

ֿ田先生ͷѫࡰ

ίʔεᶘू ߹ࣸਅ

成Ռൃද会ܠ෩ݧ࣮

新領域͸ʮ学༥߹ʯΛͯ͛ܝ新͠ ͍領域ͷ։୓Λ໨͠ࢦ ͯ Γ͓、��߸Ҏ߱͸ͦͷ۩ମత
ͳऔΓ૊ΈΛ࠲ஊ会ͱ͍ か͏ͨͪͰ঺հ͠ ͖ͯ ·͠ ͨɻຊ߸Ͱ΋、学༥߹ͷࢹ఺ͱ͍ ͏௚઀
తͳςʔϚΛ͛ܝ、味埜研究科長Λத৺ʹ֤系ͷएख研究ऀͱͷ೤͍ஊ͕ٛ੝Γࠐ·Ε
͍ͯ·͢ ɻࢹ͍޿໺ͱपลੈքʹؔ৺Λ΋ͭ ͱ͕͜ 学༥߹Λਪਐ͢Δͷ ͱ࣮ͩͤ͞ײ らΕ
·͢ ɻٞ ࿦͕޿·ͬ ͍ͯ͘ ͱ͜Λظ଴͠ ͍ͯ·͢ ɻࠓճ΋ଟذʹΘ ΔͨࣄهΛ੝ΓࠐΉ͜ ͱ͕
Ͱ͖ 、新領域ͱദΩϟϯύεͷ׆ಈΛ͘޿ ஌ͬͯ ͍͚ͨͩΔ΋ͷͱظ଴͠ ·͢ ͕、ຊࢽͷେ
൒͸新領域Ͱͷ഑෍෼Ͱ、ຊڷ΍ۨ৔Ͱͷ഑෍͸ݶらΕ͍ͯ·͢ ɻ౦ژେ学શମʹ、ͦ
ͯ͠学֎ ΋ʹ新領域ͱദΩϟϯύεͷ׆ಈΛ஌ͬͯ ΋ら͏ ͨΊ ΋ʹ、ൣ޿ͳ޿ใ׆ಈΛਪਐ
͍ͨ͠ͱͯ͑ߟ ͍·͢ ɻօ༷ ΋ʹ、学಺֎΁ͷએ఻ʹ׆༻͍͚ͨͩΕ͹ͱͯͬئ Γ͓·͢ ɻ
ຊ߸ͷൃߦʹ͋ Γͨ、研究科長͸͡ Ί͝ 協力͍͍ͨͩͨॾ先生ํ、޿ใࣨͷதଜ Μ͞、૯
຿܎ͷञد Μ͞ͳͲ֤ؔऀ܎Ґʹྱޚਃ͠ ্͛·͢ ɻ

ฤूൃߦʗ౦ژେ学େ学Ӄ新領域創成科学研究科 ޿ใҕһ会
ҕһ長ʗ⁋੣Ұ࿠（社会文化環境学教授）ɹ෭ҕһ長ʗౢࣉ࿨෉（物質系教授）
ҕһʗ੢Ӝ正थ（先端ΤωϧΪʔ޻学准教授）、ਿࢁক（ෳࡶཧ޻学教授）、
஘ᖒ੝Ұ࿠（先端生命科学教授）、ۉ౻ࠤ（ϝσΟΧϧ৘ใ生命准教授）、
ѶणҰ࿠（ࣗવ環境学准教授）、ޱࢁҰ（ւ༸ٕज़環境学教授）、Ѫ஌正Թ（環境γεςϜ学ࢣߨ）、
（国際協力学准教授）޾ོື、দ੣Ұ（ਓؒ環境学准教授）ߴ
新領域創成科学研究科૯຿܎ʗ੪౻௚थ（෭ࣄ຿長）、Ԭ෦༑ل（܎長）、ञدԹඒ
ߐใࣨʗதଜ॔޿

ൃ ߦ ೔ʗฏ成 ��೥�݄��೔
σβΠϯʗತ൛ҹࣜג࡮会社
ɹɹɹɹ ക田හయσβΠϯࣄ຿ॴɹ
ҹ 会社ίʔϜϥࣜגʗ࡮

࿈བྷ先ʗ౦ژେ学େ学Ӄ新領域創成科学研究科૯຿܎
˟ �������� ઍ༿ݝദࢢദͷ༿ �����
5&-：������������ ʗ '"9：������������
&�NBJM：JOGP!L�V�UPLZP�BD�KQ



受賞者一覧　2015年6月から2016年5月受賞おめでとうございます

自
然
環
境
学
専
攻

ୈ��ճ環境化学౼࿦会 ༏ल学生৆ দਆलಙ（%�）

5IF JOUFSOBUJPOBM TZNQPTJVN 
PG 4VTUBJOBCMF 'PSFTU 
&DPTZTUFN .BOBHFNFOU ����

4UVEFOU "XBSE ௰ पਅ（.�）

�UI *OUFSOBUJPOBM 4ZNQPTJVN 
PO 4VCNBSJOF .BTT .PWFNFOUT 
BOE 5IFJS $POTFRVFODFT

#FTU 1PTUFS 1SFTFOUBUJPO 3VOOFS 
VQ தଜ༞و（%�）

೔ຊ֋ྨ学会 学生࠷༏लൃද৆ ໼ഡ୓໵（%�）

ୈ�ճ౦ΞδΞ生ଶ学࿈߹େ会 ϕετϙελʔ৆ খઘܟ඙（%�）

海
洋
技
術
環
境
学
専
攻

*OUFSOBUJPOBM 8PSLTIP PO 
.PEFMJOH UIF 0DFBO

*8.0 :PVOH 4DJFOUJTU "XBSE �TU 
QMBDF BOE *8.0 #FTU 1SFTFOUBUJPO 
"XBSE �SE QMBDF

8FCC
 "� （ಛ೚研究һ）

5IF 0SHBOJ[JOH $PNNJUUFF PG 
UIF ���� *OUFSOBUJPOBM 
$IFNJDBM $POHSFTT PG 1BDJpD 
#BTJO 4PDJFUJFT

1BDJpDIFN ���� 4UVEFOU 1PTUFS 
$PNQFUJUJPO "XBSE 5BLBIBTIJ
 5� （%�）

0SHBOJ[JOH $PNNJUUFF PG �SE 
*OUFSOBUJPOBM $POGFSFODF PO 
7JPMFOU 'MPXT

#FTU 4UVEFOU 1BQFS "XBSE 'VKJNPUP
 8�（%�）

೔ຊધഫւ༸޻学会 ೔ຊધഫւ༸޻学会঑学๙৆ （�.）լ俊成ࢤ

ถ国ધڃ協会（"#4） "#4৆ （�.）࠸୔俊ࠇ

環
境
シ
ス
テ
ム
学
専
攻

೔ຊ9"'4研究会 ୈ��ճ9"'4౼࿦会 学生঑ྭ৆ ԣ ఩（%�）

化学޻学会 化学޻学会ୈ��ճळقେ会
༏लϙελʔ৆ খ৓ ݩ（.�）

461&3(3&&/���� 461&3(3&&/���� #FTU 1PTUFS 
"XBSE தҪ༎ （ี.�）

೔ຊԊ؛域学会 研究౼࿦会༏लߨԋ৆ ෢౻ߊ߂（%�）

化学޻学会 化学޻学会ୈ��೥会 ༏ल学生৆ தҪ༎ （ี.�）

化学޻学会 化学޻学会ୈ��೥会 ༏ल学生৆ খ৓ ݩ（.�）

೔ຊࢠݪ力学会 +/45 .PTU 1PQVMBS "SUJDMF "XBSE 
���� ൧ຊ෢ࢤ（准教授）

೔ຊ஍Լਫ学会 ೔ຊ஍Լਫ学会एख༏लߨԋ৆
（಄ൃදޱ） Ӝӽ୓໺（%�）

人
間
環
境
学
専
攻

Ӭकஂࡒ ୈҰճӬक৆ ৿田 ߶（准教授）

೔த ・ؖྫྷ ౚۭௐ学会 "TJBO "DBEFNJD "XBSE &JKJ )JIBSB（1SPGFTTPS）

೔ຊྫྷౚۭௐ学会 ೥࣍େ会༏लߨԋ৆ ౦ ๎׮（.�）

೔ຊྫྷౚۭௐ学会 ೥࣍େ会༏लߨԋ৆ ٢Ӭ༞و（%�）

"TJB 4JNVMBUJPO $POGFSFODF 
���� #FTU 1BQFS "XBSE

:VUB .JUTVIBTIJ （%�）、
(BLV )BTIJNPUP 

（-FDUVSFS）、)JSPTIJ 0LVEB 
（1SPGFTTPS）、ଞ�໊

౦ژେ学࢈学࿈ܞຊ෦
（学協創ਪਐຊ෦࢈େ学ژ౦ ݱ）

ୈظ�� ౦ژେ学ΞϯτϨϓϨφʔಓ৔ 
༏ल৆࠷

Ҫݪ ༡（%�）、৿田௚थ（%�）、
生໺ୡେ（.�）

౔木学会 ༏लߨԋऀ৆ （�%） ༞ଠڮࡾ

化学ͱϚΠΫϩ・φϊγεςϜ学会 ୈ��ճ研究会༏ल研究৆ ฏؒ޺஧（%�）、
ௗډ ప（教授）、ଞ�໊

4PDJFUZ PG *OGPSNBUJPO %JTQMBZ *%8ʟ�� 0VUTUBOEJOH 1PTUFS "XBSE :VTVLF ,PNB[BLJ（%�）、
5PSV 5PSJJ（1SPGFTTPS）

౦ژେ学޻学෦ ϕετςΟʔνϯά৆ ৿田 ߶（准教授）

೔ຊྫྷౚۭௐ学会 会長঑ྭ৆ ౦ ๎׮（%�）

社
会
文
化
環
境
学
専
攻

೔ຊਫ環境学会 ࿦文৆ ହ（准教授）߂౻ࠤ

೔ຊԻڹ学会 ୈ��ճ҄୩ܿ学ज़঑ྭ৆ ཥ ޹ৼ（ಛ೚研究һ）

೔ຊݐங学会 ����೥౓େ会
学ज़ߨԋ会एख༏लൃද （�.）ຊ ఌڮ

೔ຊݐங学会 ����೥౓େ会
学ज़ߨԋ会एख༏लൃද Ҫ্ঘٱ（ಛ೚研究һ）

೔ຊԻڹ学会 ୈ��ճ学生༏लൃද৆ （�.）ຊ ఌڮ

೔ຊԻڹ学会 ୈ��ճ҄୩ܿ学ज़঑ྭ৆ Ҫ্ঘٱ（ಛ೚研究һ）

೔ຊ౎ܭࢢը学会ɹ ����೥౓ੴ઒৆ ग़ޱ ರ（教授）

೔ຊ౎ܭࢢը学会ɹ ����೥౓࿦文঑ྭ৆ （�%）೫ࢻӜࡾ

೔ຊ૽Ի੍޻ޚ学会 ฏ成��೥౓研究঑ྭ৆ （�.）ຊ ఌڮ

国
際
協
力
学
専
攻

(SPVQ %FDJTJPO BOE 
/FHPUJBUJPO 4FDUJPO PG UIF 
*OTUJUVUF GPS 0QFSBUJPOT 
3FTFBSDI BOE UIF .BOBHFNFOU 
4DJFODFT

(%/ :PVOH 3FTFBSDIFS "XBSE 
3VOOFS VQ 5BLBIJSP 4V[VLJ （%�）

ਫ文・ਫݯࢿ学会 ࿦文৆ ኍ木ࡾݠ（%�）

*OUFSOBUJPOBM 4PDJFUZ PG 
&OWJSPONFOUBM BOE 3VSBM 
%FWFMPQNFOU

"XBSET PG &YDFMMFOU 1BQFS ��UI 
*$&3% νΣ・ιϯϢϯ（%�）

೶ଜܭը学会 ϕετϖʔύʔ৆ த໺ඒق（%�）

ड৆࣌ͷݞॻ͖Λͯ͠ࡌه ͍·͢ɻͨ ͩ͠、学生ʹ͍ͭͯ͸、研究౰࣌ͷݞॻ͖΋ؚΈ·͢ɻʗଞ૊৫ͷํͷ໊͓前͸
ׂѪ͍͍͓ͤͯͨͩͯ͞Γ·͢ɻʗम࢜՝ఔ͸.、ത࢜՝ఔ͸%Ͱͯ͠ࡌه ͓Γ·͢ɻ（ ：ྫത࢜՝ఔ�೥͸%�）

೔ຊ化学会 Ԥ文ࢽ࿦文৆（#$4+ ৆） 、௡Ҫ਌඙（ಛ೚助教）ࡾ
஛୩७Ұ（教授）

物
質
系
専
攻

Ӊ෦࢈ڵ学ज़ৼஂࡒڵ 学ज़঑ྭ৆ ਿຊٓত（准教授）

�UI *OUFSOBUJPOBM $POGFSFODF 
PO .PMFDVMBS &MFDUSPOJDT BOE 
#JPFMFDUSPOJDT （.�#&�）

0VUTUBOEJOH 4UVEFOU 1PTUFS "XBSE 、（�%）३ਓݟԼ ါ（.�）、௽ࢁ
ఴ田३࢙（%�）

/*.4 $POGFSFODF ���� :PVOH 4DJFOUJTU 1PTUFS "XBSE Ԙ଍྄൏（助教）

*61"$
（国際७正・Ԡ༻化学࿈߹）

*61"$����%JTUJOHVJTIFE 8PNFO JO 
$IFNJTUSZ � $IFNJDBM &OHJOFFSJOH ઒߹ᚸل（教授）

೔ຊ೤ి学会 ୈ�ճԤ文࿦文৆ Ұޭݪ際ྑथ（助教）、๺ߴ
（%�）、木ଜ ܆（教授）

"&14&����（"TJBO�&VSPQFBO 
*OUFSOBUJPOBM $POGFSFODF PO 
1MBTNB 4VSGBDF &OHJOFFSJOH）

4UVEFOU "XBSE फԬ ۉ（%�）

ୈ�ճ$4+化学ϑΣελ���� ༏लϙελʔൃද৆
௡Ҫ਌඙ࡾ、（�.）ਓ໌ݩࢁ

（ಛ೚助教）、஛୩७Ұ（教授）、
Ԭຊහ޺（准教授）

6/*$"5（6OJGZJOH $PNDFQUT 
JO $BUBMZTJT） (FSIBSE &SUM -FDUVSF "XBSE ���� ઒߹ᚸل（教授）

தੑࢠ科学会 ϙελʔ৆ ኍᖒ ࿨（%�）

೔ຊ์ࣹޫ学会 学生ൃද৆ ٠஛େथ（.�）

ୈ��ճ೔ຊ.34೥࣍େ会 ঑ྭ৆ 木಺ٱ༤（%�）

೔ຊ物ཧ学会 ୈ��ճ೔ຊ物ཧ学会एख঑ྭ৆ ௩ࢤنݪ（助教）

೔ຊද໘科学会 ୈ��ճද໘科学学ज़ߨԋ会 ߨԋ঑ྭ৆ Ԙ଍྄൏（助教）

新化学ٕज़ਪਐ協会 新化学ٕज़研究঑ྭ৆ ਿຊٓত（准教授）

先
端
エ
ネ
ル
ギ
ー
工
学
専
攻

*&&& ����8P8
���� #FTU 1BQFS "XBSE ! *&&& 
1&-4 8PSLTIPQ PO &NFSHJOH 
5FDIOPMPHZ � 8JSFMFTT 1PXFS

খྛେଠ（.�）、ډଜַ޿（ಛ
೚ࢣߨ）、ງ ༸Ұ（教授）

��UI *OUFSOBUJPOBM 4ZNQPTJVN 
PO 4QBDF 5FDIOPMPHZ BOE 
4DJFODF （*454）

.PEJ .FNPSJBM +BZB�+BZBOU "XBSE 3PCJO -� ,BSMTTPO （.�）

学会ؾి ෦໳࿦文৆
（ฏ成��೥ۀ࢈Ԡ༻෦໳࿦文৆） （准教授）޿ଜַډ

5IF ��UI "OOVBM $POGFSFODF 
PG UIF *&&& *OEVTUSJBM 
&MFDUSPOJDT 4PDJFUZ

#FTU 1SFTFOUBUJPO JO TFTTJPO 44���
��� %ZBNJD 8JSFMFTT $IBSHJOH GPS 
&MFDUSJD 5SBOTQPSUBUJPO

খྛେଠ（.�）

ϓϥζϚŋ֩༥߹学会  ୈ��ճ学ज़঑ྭ৆ 田ลത࢜（助教）

ୈ��ճ*54γϯϙδ΢Ϝ���� ୈ��ճ*54γϯϙδ΢Ϝ����
ϕετϙελʔ৆ খྛେଠ（.�）

学会ؾి ฏ成��೥ిؾ学会ۀ࢈Ԡ༻෦໳େ会 
༏ल࿦文ൃද৆ ਂ઒ஐ࢙（.�）

学会ؾి ٕज़ҕһ会঑ྭ৆ （�.）Ӣ ޲

৘ใ௨৴学会ࢠి
৘ใ௨৴学会����೥૯߹େ会ແࢠి
ઢి力఻ૹ研究専໳ҕһ会ʮҠಈମ΁
ͷແઢి力఻ૹίϯςετʯ༏लൃද৆

খྛେଠ（.�）

複
雑
理
工
学
専
攻

*&&& 8PSME )BQUJDT 
$POGFSFODF #FTU %FNP "XBSE 8JOOFS ຀໺ହ（ࢣߨ）࠽、

ࣰ田༟೭（教授）

学会ޚଌࣗಈ੍ܭ 4*$& "OOVBM $POGFSFODF :PVOH 
"VUIPSʟT "XBSE
 ���� ૿田༞Ұ （.�）

೔ຊ73学会 ೔ຊ73学会࿦文৆ 長୩઒ܓհ（ಛ೚助教）、
ࣰ田༟೭（教授）

ଌ෦໳ܭ学会ޚଌࣗಈ੍ܭ 4*$& ηϯγϯάϑΥʔϥϜ研究঑ྭ৆ 長୩઒ܓհ（ಛ೚助教）

লۀ࢈ࡁܦ *OOPWBUJWF UFDIOPMPHJFT ���� ࣰ田・຀໺研究ࣨ

ҕһ会ߦ$44����࣮ $44����༏ल࿦文৆ 、（�%）ರ ҆ߴ
ᅳኍ ঢ（准教授）

ҕһ会ߦ$44����࣮ $44����学生༏ल࿦文৆ 、（�%）ರ ҆ߴ
ᅳኍ ঢ（准教授）、ଞ�໊

学会 4*෦໳ޚଌࣗಈ੍ܭ 4*$& 4*���� ༏लߨԋ৆
അ গᠳ （.�）、長୩઒ܓհ

（ಛ೚助教）、຀໺ହ（ࢣߨ）࠽、
ࣰ田༟೭（教授）

೔ຊηΩϡϦςΟ・Ϛωδϝϯτ学会 ௰Ҫॏஉ༏ल࿦文৆ （�%）ರ ҆ߴ

೔ຊ73学会 学ज़঑ྭ৆ 長୩઒ܓհ（ಛ೚助教）

ધҪ৘ใ科学ৼஂࡒڵ ฏ成��೥౓ ધҪ研究঑ྭ৆ 長୩઒ܓհ（ಛ೚助教）

先
端
生
命
科
学
専
攻

೔ຊༀ学会 ༏ल৆ ຊ田ஐࢠ（%�）

౦ژେ学生命科学ωοτϫʔΫ ༏लϙελʔ৆ ٢田ޫ （ൣ٬һڞಉ研究һ）

ୈ��ճ೔ຊ෼ࢠ生物学会・ୈ��ճ
೔ຊ生化学会߹ಉେ会（#.#����） एख༏लൃද৆ （�.）ᔺ߂ ۚ

メ
デ
ィ
カ
ル
情
報
生
命
専
攻

ୈ�ճ೔ຊ)5-7��学会 :PVOH *OWFTUJHBUPS "XBSE （:*"） ౻઒ େ（%�）

೔ຊిؾӭಈ学会 ༏लϙελʔ৆ ౻Ԭ ڵ（.�）

生命ҩༀ৘ใ学࿈߹େ会
����೥େ会 όΠΦάϦου঑ྭ৆（ۀ࢈Ԡ༻৆） தଜ ࢘（.�）、

෋Ҫ݈ଠ࿠（٬һ准教授）

೔ຊ෼ࢠ生物学会・೔ຊ生化学会
（#.#����） एख༏लൃද৆ େ಺སߐ（%�）

5IF ��UI "4) "OOVBM .FFUJOH 
BOE &YQPTJUJPO

5IF ��UI "4) "CTUSBDU 
"DIJFWFNFOU "XBSE ੣（ಛ೚助教） ؛ࢁ

೔ຊ؞学会 （BU UIF ��UI ""$3�+$" 
+PJOU $POGFSFODF PO #SFBLUISPVHIT 
JO $BODFS 3FTFBSDI）

+$" 4DIPMBS�JO�5SBJOJOH "XBSE େ಺སߐ（%�）

৘ใॲཧ学会ୈ��ճશ国େ会 学生঑ྭ৆ தଜ ࢘（.�）

#JPTZTUFNT %FTJHO ��� .FSJU 1PTUFS "XBSE ௭ ඒઇ（%�） 研 究 科 長 賞 に つ い て は 16 ペ ー ジ を ご 覧 く だ さ い 。

授༩ஂମ໊ ৆ͷ໊শ ड৆ऀ （໊৬໊·ͨ͸学೥）専攻໊ 授༩ஂମ໊ ৆ͷ໊শ ड৆ऀ （໊৬໊·ͨ͸学೥）専攻໊
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東大前東大西

東大前

柏の葉
公園北

柏の葉
公園北

東大西
中央口

総合研究棟

第2総合研究棟第2総合研究棟

情報生命科学
実験棟

屋外メダカ飼育場

新領域
環境棟
新領域
環境棟

新領域
生命棟
新領域
生命棟

新領域
基盤棟
新領域
基盤棟

柏図書館

「プラザ 憩い」・保健センター

新領域
基盤実験棟
新領域
基盤実験棟

生協購売部・食堂

大
気
海
洋

研
究
所

大
気
海
洋

研
究
所

新領域事務室（1階）

常磐自動車道
柏 I.C.

柏　駅

柏の葉
キャンパス駅

16

6

柏の葉
公園

国立がん研究センター

船橋

大宮

千葉

水戸

土浦

つくば

水戸

東京

東京

秋葉原

東
武

野
田

線

JR常磐線

野田

上野

東京大学柏キャンパス

東葛テクノプラザ

豊
四
季

初

　石

江
戸
川
台

つくばエクスプレス
流山おお
たかの森

物性研実験棟物性研実験棟

物性研究所物性研究所

東京大学柏Ⅱキャンパス

宇宙線研究所
研究実験棟
宇宙線研究所
研究実験棟

カブリ数物連携宇宙
研究機構

カブリ数物連携宇宙
研究機構

ฏ成��೥౓新領域創成科学研究科େ学Ӄೖࢼ͸、Լهͷͱ͓ Γ࣮ ࢪ Δ͢༧ఆͰ ɻ͢
�、͸ࡉৄ） �݄೔഑෍։࢝ͷ学生ืूཁ ・߲専攻ೖࢼҊ಺ॻͰ֬ೝͯ͠ ͩ͘ ͍͞ ɻ）

新領域創成科学研究科 )1ɹIUUQ���XXX�L�V�UPLZP�BD�KQ�

平成29年度  新領域創成科学研究科大学院入試スケジュール

専攻別  入試問合せ先

平成28年度  新領域創成科学研究科スケジュール

 I N F O R M A T I O N ɹ

౦ژେ学ͷެࣜ΢ΣϒαΠτ65PLZP 3FTFBSDI͸、
౦ژେ学ͷ研究ͷγϣʔ΢Οϯυ΢ͱͯ͠、࠷先端ͷ研究成Ռ΍

長͍ؒ࣌か͚ͯҭ·Εͨ学໰ͷ஝ੵΛ঺հ͍ͯ͠·͢ɻ
http://www.u-tokyo.ac.jp/ja/utokyo-research/

utokyo-research!ml.adm.u-tokyo.ac.jp

行事 日程
入学者ガイダンス	 �্݄०	（4月入学）

	 授ظۀ ：ؒ�݄�೔（Ր）ʙ�݄�೔（ۚ） 
 （ؚؒظݧࢼ）  
	 ظݧࢼ ：ؒ�݄��೔（݄）ʙ�݄�೔（ۚ） 
S1ターム ཤमొ࿥ظ ：ؒ�݄�೔（Ր）ʙ�݄��೔（ۚ） 
  （4�4�λʔϜ（ڞ௨）） 
 ཤमొ࿥గ正ظ ：ؒ�݄�೔（݄）ʙ� �݄�೔（Ր） 
    （4�λʔϜ）

東京大学	 �݄��೔（Ր）（ԙ：೔ຊ෢ಓ ・ؗ�����ʙ） 大学院入学式	
	 授ظۀ ：ؒ�݄�೔（݄）ʙ �݄�೔（݄） 
 （ؚؒظݧࢼ）  
	 ظݧࢼ ：ؒ�݄��೔（Ր）ʙ�݄�೔（݄） 
S2ターム ཤमొ࿥ظ ：ؒ�݄�೔（Ր）ʙ�݄��೔（ۚ） 
  （4�4�λʔϜ（ڞ௨）） 
 ཤमొ࿥గ正ظ ：ؒ�݄�೔（݄）ʙ �݄��೔（Ր）  
    （4�λʔϜ）

夏季休業期間	 �݄�೔（Ր）ʙ�݄��೔（Ր）

東京大学	 �݄��೔（ۚ） 秋季学位記授与式
入学者ガイダンス	 �݄Լ० 
（9月入学）

東京大学	 �݄��೔（ۚ）秋季入学式
	 授ظۀ ：ؒ�݄��೔（木）ʙ��݄��೔（ۚ） 
 （ؚؒظݧࢼ）  
	 ظݧࢼ ：ؒ��݄��೔（݄）ʙ��݄��೔（ۚ） 
A1ターム ཤमొ࿥ظ ：ؒ�݄��೔（木）ʙ��݄��೔（Ր） 
  （"�"�λʔϜ（ڞ௨）） 
 ཤमొ࿥గ正ظ ：ؒ��݄��೔（Ր）ʙ��݄��೔（݄） 
  （"�λʔϜ）

	 授ظۀ ：ؒ��݄��೔（݄）ʙฏ成��೥�݄��೔（木） 
 （ؚؒظݧࢼ）  
	 ظݧࢼ ：ؒฏ成��೥�݄��೔（ۚ）ʙ�݄��೔（木） 
A2ターム ཤमొ࿥ظ ：ؒ�݄��೔（木）ʙ��݄��೔（Ր） 
  （"�"�λʔϜ（ڞ௨）） 
 ཤमొ࿥గ正ظ ：ؒ��݄��೔（݄）ʙ��݄��೔（Ր）  
   （"�λʔϜ）

冬季休業期間	 ��݄��೔（ۚ）ʙฏ成��೥�݄�೔（ਫ）
東京大学	 ฏ成��೥�݄��೔（木）学位記授与式

行事 日程

学生募集要項・専攻入試案内書配布開始 ฏ成��೥�݄�೔（ۚ）

修士・特別口述試験・願書受付期間
（海洋技術環境学及び人間環境学のみ）	

�݄��೔（木）ʙ�݄�೔（ਫ）

願書受付期間（入試日程A）	 �݄��೔（木）ʙ�݄��೔（ਫ）

入試日程A試験期間（各専攻により日程が異なります）	 �্݄०ʙ�݄Լ०

合格発表（博士後期課程は第1次試験合格者） �݄�೔（݄）

願書受付期間（入試日程B）	 ��݄ ��೔（Ր）ʙ��݄ ��೔（Ր）

入試日程B・博士後期課程第2次試験期間
（各専攻により日程が異なります） ฏ成��೥�݄ Լ०ʙ�݄த०

合格発表（入試日程B及び博士後期課程）	 �݄��೔（ۚ）

入学手続期間 �݄�೔（Ր）ʙ�೔（木）

、ͷ಺༰౳ʹؔ͢Δ͓໰͍߹Θͤ͸ه্
新領域創成科学研究科教຿܎ L�LZPNV!BEN�L�V�UPLZP�BD�KQ·Ͱ͓͍͠ئ·͢ɻ

εέδϡʔϧ͸学生༻Ͱ͢ɻه্

専攻等 入試担当者 メールアドレス

物質系専攻	 Ԭຊ ത 教授 PLBNPUPI!L�V�UPLZP�BD�KQ

先端エネルギー工学専攻		খઘ ޺೭ 准教授 BF�OZVTIJ!BQTM�L�V�UPLZP�BD�KQ

複雑理工学専攻	 ੉ ༤Ұ 教授 UBLBTF!L�V�UPLZP�BD�KQߴ

先端生命科学専攻	 খౢ ప໵ 准教授 JC�FOUSBODF��!JC�L�V�UPLZP�BD�KQ

メディカル情報生命専攻	௡田 ࣏޺ 教授 OZVTIJ!NHT�L�V�UPLZP�BD�KQ

自然環境学専攻	 鈴木 ຀ 准教授 OZVTIJ@OFOW!L�V�UPLZP�BD�KQ

海洋技術環境学専攻	 Ұ 教授 JOGP@PUQF!L�V�UPLZP�BD�KQ ޱࢁ

環境システム学専攻	 Ѩٱ௡ ໌޷ 准教授 FYBN!FTZT�L�V�UPLZP�BD�KQ

人間環境学専攻	 খ஛ جݩ 准教授 DPOUBDU!I�L�V�UPLZP�BD�KQ

社会文化環境学専攻	 ହ 准教授 BENJTTJPO!TCL�L�V�UPLZP�BD�KQ߂ ౻ࠤ

国際協力学専攻	 த߁װ ࢁ 教授 BENJTTJPO!JOUFS�L�V�UPLZP�BD�KQ

サステイナビリティ学
グローバルリーダー養成	 খ؏ ࣏ݩ 准教授 BENJTTJPO!TVTUBJOBCJMJUZ�L�V�UPLZP�BD�KQ
大学院プログラム	
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リレーエッセイ

の
原
稿
の
締
切
を
迎
え
な
が
ら
、ベ
ト

ナ
ム
は
メ
コ
ン
デ
ル
タ
に
あ
る
カ
ン
ト
ー

大
学
に
来
て
い
ま
す
。
カ
ン
ト
ー
は
災

害
の
少
な
い
、明
る
く
活
気
に
満
ち
た
街
で
、メ
コ
ン

デ
ル
タ
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
沼
地
に
お
け
る
気
候
変
動
適

応
に
関
す
る
研
究
立
ち
上
げ
を
画
策
中
で
す
。

　

私
は
2
0
0
4
年
の
イ
ン
ド
洋
大
津
波
の
災
害
調

査
に
参
加
し
た
頃
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
や
南
ア
ジ
ア
を

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
沿
岸
域
の
環
境
や
減
災
に
関
わ

る
調
査
研
究
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
基
本
的
に
は
地

味
で
す
が
、と
き
に
は
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
な
体
験
も
し

て
き
ま
し
た
。
2
0
1
0
年
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
メ
ン
タ

ワ
イ
諸
島
を
襲
っ
た
津
波
の
調
査
で
は
、ス
マ
ト
ラ
島

の
パ
ダ
ン
か
ら
ト
ム
ソ
ー
ヤ
に
出
て
く
る
よ
う
な
木

造
の
蒸
気
船
で
一
晩
か
け
て
海
峡
を
わ
た
り
ま
し
た
。

狭
い
二
段
ベッ
ド
に
は
そ
れ
ぞ
れ
ガ
ラ
ス
等
何
も
は
め

込
ま
れ
て
い
な
い
大
き
な
窓
が
あ
り
、い
ざ
と
な
っ
た

ら
海
に
飛
び
込
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、少
し
安
心

で
す
。
島
の
道
路
は
地
震
と
津
波
で
寸
断
さ
れ
て
い

る
た
め
、
小
さ
な
船
で
海
岸
を
回
り
ま
し
た
。
こ
の

辺
り
は
波
が
高
い
海
域
で
サ
ー
フ
ィ
ン
愛
好
家
に
は

人
気
が
あ
る
の
で
す
が
、調
査
は
結
構
命
が
け
で
す
。

島
の
宿
で
は
軒
か
ら
激
し
く
流
れ
落
ち
る
ス
コ
ー
ル

が
シ
ャ
ワ
ー
代
わ
り
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に

来
る
と
大
変
不
便
で
快
適
と
は
言
え
な
い
の
で
す
が
、

地
に
足
が
つ
く
感
覚
と
申
し
ま
す
か
、雑
念
が
消
え

て
集
中
力
が
高
ま
り
、あ
る
種
の
心
地
よ
さ
を
感
じ

ま
す
。
途
上
国
で
の
調
査
が
や
め
ら
れ
な
い
所
以
で

し
ょ
う
か
。

　

新
領
域
に
着
任
し
た
2
0
1
3
年
度
か
ら
は
タ
イ

と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
沼
地
で
調
査
を
継

続
し
て
い
ま
す
。バ
ン
コ
ク
か
ら
ほ
ど
近
い
タ
イ
湾
奥

部
で
は
こ
こ
数
十
年
で
海
岸
線
が
1
㎞
以
上
も
後

退
し
、船
上
か
ら
は
海
に
浮
か
ぶ
電
柱
の
連
な
っ
た

衝
撃
的
な
光
景
が
目
に
入
り
ま
す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
ジ
ャ
ワ
島
に
あ
る
ポ
ン
ド
ク
バ
リ
の
漁
村
は
運
河
に

沿
っ
て
集
落
が
広
が
っ
て
い
ま
す
が
、満
潮
時
に
は
し

ば
し
ば
運
河
の
水
が
溢
れ
道
路
が
冠
水
し
ま
す
。

村
の
人
た
ち
は
運
河
の
浚
渫
土
で
地
盤
の
嵩
上
げ

を
し
て
い
ま
す
が
、状
況
は
年
々
深
刻
化
す
る
ば
か

り
で
す
。
こ
う
い
っ
た
話
は
す
ぐ
地
球
温
暖
化
に
よ

る
海
面
上
昇
と
関
連
づ
け
た
く
な
り
ま
す
が
、
実

態
は
そ
う
で
も
な
さ
そ
う
で
す
。
ポ
ン
ド
ク
バ
リ
で

は
数
十
年
以
上
前
に
洪
水
対
策
と
し
て
建
設
さ
れ

た
放
水
路
の
影
響
で
、土
砂
供
給
が
減
少
し
た
こ
と

が
効
い
て
い
る
よ
う
で
す
。
タ
イ
湾
奥
部
は
泥
質
の

干
潟
が
広
が
る
浅
い
海
域
で
す
が
、か
つ
て
の
地
盤

沈
下
や
流
入
河
川
で
の
ダ
ム
建
設
に
よ
る
土
砂
供

給
量
の
減
少
は
日
本
に
も
共
通
の
課
題
で
す
が
、加

え
て
河
口
域
の
航
路
浚
渫
の
影
響
が
大
き
く
、
浚

渫
土
砂
は
海
岸
に
戻
ら
な
い
よ
う
十
分
深
い
沖
合

に
捨
て
る
の
で
す
。
海
岸
近
く
に
土
捨
て
す
る
サ
ン

ド
リ
サ
イ
ク
ル
的
な
対
策
が
有
効
な
は
ず
で
、不
思

議
に
思
い
ま
し
た
が
、実
は
重
金
属
な
ど
の
問
題
が

あ
り
、あ
え
て
岸
か
ら
遠
ざ
け
て
い
る
の
が
実
態
で

し
た
。
途
上
国
な
ら
で
は
の
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

さ
ら
に
、多
く
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
が
エ
ビ
養
殖
池
に

変
わ
り
、
海
岸
線
に
は
わ
ず
か
な
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
樹

林
帯
し
か
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、土
堤
が
む
き
出
し
の

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
ひ
と
た
び
土
堤
が
高
波
に
侵

食
さ
れ
れ
ば
、エ
ビ
養
殖
池
は
不
可
逆
的
に
海
に
変

わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

東
南
ア
ジ
ア
の
こ
う
いっ
た
問
題
は
と
て
も
深
刻
で
、

テ
ロ
の
温
床
と
も
な
る
貧
困
に
も
関
わ
り
ま
す
。
科

学
的
な
プ
ロ
セ
ス
の
解
明
と
技
術
的
対
策
、加
え
て

沿
岸
域
社
会
の
持
続
性
と
い
っ
た
社
会
文
化
環
境

学
的
な
課
題
に
溢
れ
て
い
ま
す
。
東
南
ア
ジ
ア
の
浜
風

に
癒
や
さ
れ
な
が
ら
、ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
一
つ
と
な
り

そ
う
で
す
。

こ




